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チリのサーモン養殖サイトの
底質改善事業について

海の浄化を目指して！
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～海が濁らない環境にやさしい浚渫工法～

特 許
第4494320号

ＮＥＴＩＳ登録
ＱＳＫ-100004

（2010.7~2016.3）

震災復旧
セシウム88％除去

赤潮ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝのｼｽﾄ
８２％除去
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南米 チリのサーモン養殖概要
• ２０２２年３月 サブマリンクリーナー工法を大石建設株式会
社のホームページより問合せ。

• 日本の水産庁及びJICAの協力により養殖技術が確立
• チリはノルウェーについでサケ・マス生産量が世界２位！

無題 - ツアー.kmz


南米チリにおけるサーモンの養殖状況
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⚫ 目的 養殖場の下の残渣、糞の除去

⚫ 規模 １サイト 約２０，０００ｍ2（80m×280m） 底質除去厚 約10ｃｍ

⚫ 水深 ３０ｍ～６０ｍ



南米チリにおけるサーモンの養殖状況
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チリの情報

1. チリの治安は、南米の中では良い方である。

2. 南部は、フィヨルド地形で外海に接していない海域が多く養殖に適している。

3. サーモンは、外来種でありサーモン事業について地元の雇用等経済の活性
化については貢献している。他養殖としては、貝（ムール貝）の養殖が盛ん
である。

4. チリの気候は、日本と反対で12月から4月まで（夏 最高気温20℃）が良い。

5. また、3月から11月までは雨の日が多い。（冬 最低気温4℃、最高気温
10℃）

6. 共通語は、スペイン語で通貨は、ウニダ・デ・フォメント(ＵＦ)

1ＪＰＹ＝４,６０５ＵＦ(2023.4.25現在)
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チリのサーモン養殖産業の概要
⚫ 概要
⚫ 生産量：２０２１年 約90万トン（アトランティック、銀鮭、トラウト）
⚫ 養殖業者は１８社
⚫ 市場規模：５，０００億円
⚫ 日本への輸出額：８００億円
⚫ 全養殖場（サイト） 約１４００サイト許可 その内３５０サイト使用
⚫ １サイト当たり５，０００トンの水揚げがある。
⚫ サーモンの海面での養殖期間

アトランティックサーモン １７～２０ヵ月
銀鮭・トラウト ８～１０ヵ月

⚫ ＣｈａｔGPTによると
⚫ チリの産業におけるサーモン産業の割合は非常に大きい。
⚫ 国内総生産（GDP）に占める割合は約2.2％です。
⚫ また、輸出に占める割合は約20％であり、チリの輸出品目の中でも重要
な位置を占めています。

⚫ サーモン産業は、特に南部地域の経済にとって非常に重要であり、多く
の人々がこの産業に雇用されています。
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